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｢SEEA｣考 (1)
一自然環境の価値評価と経済との統合勘定-
















































































































































































































































































































サービス,(b)土地 ･景観 ･エコシステムの生産的サービスの場合 (以上 :版V.
4の部分)そして(C)家計への消費サービスの場合 (版V.5)に,生産として取






自然環境 ------一一--一一一一一---一一一1-----> 経 済
物質的記述 ; 自然環境 ･経済
(空間的定位)(1日 間の物質フロー
非経済的評価 ; 付加的な非市場
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その存在が人間労働に依存するようなすべての自然成育産物 (家畜 ･作物 ･材
木林の樹木 ･農園と果樹 ･養殖魚など)を生産のカテゴリーに含めることが予
定されているだけである (ibid.,(1.28))｡しかし殆どあらゆるタイプの自然資

















る動物や植物と環境的媒体 (土地 ･水 ･大気)を含む｡同様に,水中のエコシ
人間が造った 蔓 自 然 資 産 の 利 用
評価型 資産 (歴史遺十一日一一一一一一一十 -一一一一一一一一
若鳥含む)の i 生 物学的 は 禁 蒜
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市場価格(ストf市場価格 (経 !市場価格(也 :市場評価 1市場価格




非市場的 ‡用価値,非利 ;現存価格 ;レクリエーシ





















































































統合された環境 ･経済環境体系 (SEEA)は4つの部分を含む :
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貯蓄,純 一Ⅹ -Ⅹ -Ⅹ
資本移転
受入れ可能(+) Ⅹ Ⅹ Ⅹ
支払い可能(-) -Ⅹ
◎資産勘走のその他の量的変化
･画 房 痛 T=-汀 1 -"-･上 里･-2-.-"-･-3i 脊柏 転-------一一十旦･--1一十-"-･-2+ -"-･--3+
非人工資産のそ -Ⅹ -Ⅹ -Ⅹ l 支払い可能(-) -Ⅹ -Ⅹ -Ⅹ
の他の集積
◎世界の余所の勘走



































































































なら,これはまたマトリクスの下に (+,-)示される｡ SEEAマ トリクス
の列 ･コラムの基本的な区分は,付加的に括弧で示される (ibid.,(2.9))｡
1.産業の国内生産1 2. 3. 4.輸出 ∑5.
最終消費 非価格的資産 利用総計
産業2.1 集団2.2 産業の生産された資3.1.1 生産されない自然3.2 国内 外国産 産人の生産資産3.1.1 自然3.1.12
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勘定の間の連結を記している｡ マ トリクス価値の貨幣データは,A-マ トリク
スとして注記されていて,物質的データはB-マトリクスで示されている｡ 土
地区画に関するデータは,B#-マトリクスで標識されている｡
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関して拡張されたSEEAマ トリクスの版Ⅳのバージョンアップを表す ｡ それ
は,前述の帰属環境費用の一般概念を記した作表を形付けている｡ この費用概
念を全面的に導入することと関連した勘定項目には,C-マ トリクスとして注
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情 報 筋 化でのl? ? ??
∑期末ストック



































































































































貞義好 転 訂 由 丁 哀 ~｢美東
生物 ‡命体 ;資産: :
3112!321!32.2!323!324
(1日 (2日 (3日 (4)日5日 (61 日 7日 (8):(9)
~-T ~ー~｢I--｢-~T-I-｢~~-~｢~-~T~~~｢~~
1 1 Bl lB AIB AIB AIB AIB
4: 国産(3111)ぎ三 三I
5: 掛 産(3112;至 宝I














522鳩 霊室措 都<'2?i i ‡竺 i P_A…BIA…B._AIB._AEB.TA:.B_ LB_ EB.#_A;B.a_A; ; ≡
123ほ 新 化での; : ぎ 日 .A_上 AIE.A_廿 日A_; i :.A_上 A_: ≡ ;
11 トーーー十一一一卜1--卜-十一一一トー一一一トーーー十一一一トー-一トーーー十--一一卜1--卜II一十一-1十一一一十
:24:∑期末ストぷ ; ど :B 日 B A:BA:B A…B A:B A5B A:B :B#A;B#A: : ;















































? ? ?? ? ? ?
? ?

















































































































































環境資産ストック (太陽 ･空気 ･緑),社会政治資産ストック (安全 ･選択の
自由)のネットワークで把握すべきであると考え,HumanTimeの時間配分
(市場労働 ･家庭生産 ･余暇 ･生態)をもカバーすべきと見た｡OECDは,こ
うした研究成果をふまえて,社会指標プログラムとしてWelbeingとBen-
efitの状態の測定モデルを作成し,その主たるエリアとして,健康 ･教育と学
習 ･雇用と労働生活の質 ･時間と余暇 ･財とサービスへの要求 ･物理的環境






題となっている｡ こうしたストックについては,有形資産 (機械 ･建物 ･土地),
無形資産 (技術 ･知識),人的資産 (熟練 ･才能),自然生活環境 ･公正社会
環境が考えられてきた｡後者の二資産は,環境資産として減価償却 ･純増の投
-102(234)-
































内部化手法から区別された実物経済 (使用価値 :生産一般)の解明にも取 り組
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